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文
学
に
b
け
る
女
性
像
l

近
世
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
一
言

由

良

美

君

{1) 

た
だ
い
ま
、
三
人
の
講
師
の
方
々
か
ら
、
独
乙
・
中
国
・
日
本
に
か
ん
し
て
概
論
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
敢
え
て
要
約
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、ド
イ
ツ
は

「
形
而
上
的
」
、
日
本
は
「
即
物
的
」
（
性
愛
密
着
的
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
〉
、
中
国
は
上
記
の
双
方
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
な
る
よ
う
に
拝

聴
い
た
し
ま
し
た
。
近
世
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
補
論
さ
せ
て
頂
く
都
合
か
ら
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
関
し
て
の
御
話
し
に
関
聯
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
と
を
、
ま

ず
許
し
て
頂
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
の
場
合
の
扱
い
方
に
つ
き
、
安
東
・
松
原
の
両
氏
か
ら
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
統
一
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
逆
の
意
味
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
文
学
の
特
質
の
顕
著
な
分
化
は
近
世
に
お
い
て
著
し
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
私
と
し
て
は
大
い
に
緊
張
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
山
・
大
浜
の
両
氏
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
近
世
文
学
の
「
悪
魔
的
女
性
像
」
に
つ
い
て
の

l
l

パ
ル

ザ
ッ
ク
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
、
カ
ゾ
ッ
ト
、
ド
オ
ル
ず
ィ
リ
ー
な
ど
｜
｜
御
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
と
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
も
重
要
な
事
柄
に
属
し
ま
す
。
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従
っ
て
、
諸
氏
の
御
発
表
・
御
発
言
を
発
展
さ
せ
、
論
点
の
拡
散
を
極
力
避
け
る
こ
と
を
目
指
さ
す
べ
き
建
前
か
ら
、
次
の
二
点
に
集
中
し
て
述
べ
て
参
り
た

ぃ
。
糾
近
世
諸
国
文
学
の
多
様
性
の
な
か
に
置
い
た
場
合
、
ド
イ
ツ
的
特
性
と
イ
ギ
リ
ス
的
特
性
は
ど
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
う
る
か
。
刷
悪
魔
的
女
性
像
と
イ

ギ
リ
ス
的
特
性
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
る
か
。

(2) 

ド
イ
ツ
的
特
性
は
、
中
田
氏
の
御
説
明
に
よ
れ
ば
、
総
じ
て
男
性
の
憧
慢
の
原
理
的
な
も
の
の
理
想
像
、
つ
ま
り
ゲ
ェ
テ
的
な
「
美
し
い
魂
」
と
シ
ラ
l

的

な
「
優
美
」
と
に
究
極
す
る
よ
う
な
悲
劇
の
女
性
像
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
形
而
上
的
」
女
性
像
や
、
ダ
ン
テ
の
ベ
ア
ト
リ
l

チ
ェ
像
の
よ
う

な
「
天
上
的
」
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
女
性
像
は
、
近
世
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
の
勝
義
の
特
性
と
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ン
テ
は
ベ
ア

ト
リ

1

チ
ェ
を
、
あ
ん
な
に
雲
の
彼
方
に
押
し
や
り
、

一
切
の
地
上
的
「
性
」
を
脱
色
し
て
み
た
が
、
現
実
に
は
子
供
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
生
ん
で
女
房
と
暮
し
て
い

た
男
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
至
っ
て
健
康
な
現
実
感
覚
か
ら
、
ど
う
し
て
も
フ
ッ
切
れ
な
い
所
に
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
栄
光
も
あ
り
悲
惨
も
あ
る
よヴ

，
A
吐

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
文
学
の
女
性
像
を
悲
劇
的
形
市
上
性
に
あ
る
と
規
定
す
る
意
味
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
乙
れ
に
対
し
、
喜
劇
的
形
市
下
的
で
あ
り
ま
す
。
イ
ギ

リ
ス
近
代
文
学
の
遺
産
に
あ
の
よ
う
に
無
視
で
き
な
い
重
さ
を
与
え
て
い
る
も
の
は
、

ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
伝
統
で
あ
り
ま
す
。
近
代
市
民
社
会
を
最
も
早
く
典
型
的
に
完
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
向
上
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
世
界
観
を
前
提
に

し
、
そ
れ
を
体
現
し
た
小
説
を
開
花
さ
せ
、
こ
の
よ
う
な
小
説
を
正
統
と
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
フ
ォ
l

、
リ
チ
ャ
1

ド
ス
ン
、
フ
ィ
l

ル
デ
ィ
ン
グ
等
の
一
八
世
紀
小
説
群
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
デ
フ
ォl
の
場
合
で
す
と
、
『
ロ
グ
ザl
ナ
』
や
『
モ
ル
・
フ
ラ
l

ン
ダ
ァ
ズ
』
の
ご
と
き
、

一
八
世
紀
小
説
に
始
ま
り
現
代
に
ま
で
貫
流
す
る
ノ
ミ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

奔
放
な
娼
婦
的
女
性
の
、
本
能
と
打
算
む
き
だ
し
の
遍
歴
の
生
涯
を
多
彩
に
描
き
あ
げ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
と
れ
に
は
、
『
ロ
ビ
ン
ス
ン
・
ク
ル
ソ

l

』

に
、
あ
る
い
は
『
イ
ギ
リ
ス
紳
士
大
全
』
に
み
ら
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
倫
理
の
推
進
者
デ
フ
ォ

l

の
人
間
観
が
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
リ
チ
ャ
l

ド
ス

ン
の
場
合
は
、
向
上
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と
貴
族
社
会
と
の
聞
の
価
値
観
の
落
差
を
、
下
女
の
生
存
状
況
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
乙
と
に
よ
り
、
内
面
心
理
の
描

写
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
リ
チ
ャ
l

ド
ス
ン
の
個
人
的
倫
理
観
が
終
局
的
に
貴
族
倫
理
に
傾
い
て
い
た
た
め
に
、
デ
フ
ォ
ー
の
よ
う
な
ピ
カ
レ
ス
ク



性
が
欠
如
し
て
い
る
と
は
い
え
、
当
時
の
向
上
階
級
の
女
性
の
内
在
的
矛
盾
に
一
層
密
着
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
教
訓
的
外
装
の
な
か
に
、
市
民
倫
理
の
打
算

的
積
極
性
に
た
つ
女
性
像
が
、
や
は
り
定
着
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ぎ
の
フ
ィl
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
と
の
よ
う
な
二
つ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
倫
理
の
総
体
像

は
、
遺
憾
な
く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
『
パ
ミ
ラ
』
の
パ
ロ
メ
デ
ィ
！
と
し
て
意
図
さ
れ
た
フ
ィ
l

ル
デ
ィ
ン
グ
の
出
世
作
『
シ
ャ
ミ
ラ
』
は
、
リ
チ
ャ
1

ド
ス

ン
の
女
性
の
、
前
述
の
意
味
で
の
教
訓
性
・
貴
族
倫
理
へ
の
終
局
的
妥
協
性
を
、
今
日
の
言
葉
で
申
せ
ば
、
カ
マ
ト
卜
的
な
も
の
と
し
て
、
完
膚
な
い
ま
で
に

野
次
り
倒
し
、
デ
フ
ォ
！
の
娼
婦
型
女
性
と
、
リ
チ
ャ
l

ド
ス
ン
に
内
在
す
る
打
算
的
積
極
型
女
性
を
一
体
と
し
て
、
下
女
の
階
級
的
上
昇
と
本
能
の
充
足
と

を
一
元
的
に
肯
定
し
、
喜
劇
精
神
で
横
溢
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
ま
す
。
『
ジ
ョl
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
l

ズ
』
を
は
じ
め
と
す
る
続
く
彼
の
諸
々
の
大

作
は
、
健
康
な
市
民
的
女
性
の
群
像
の
、
ほ
し
い
ま
ま
な
一
大
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
申
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
れ
を
要
す
る
に
、
娼
婦
性
・
打
算

性
・
積
極
性
・
喜
劇
性
を
特
徴
と
す
る
、
形
而
下
の
本
能
の
開
花
・
充
足
の
な
か
に
女
性
本
来
の
在
り
方
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
欲
望
」
と
「
自

愛
」
｜
｜
い
づ
れ
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
体
系
化
を
う
け
る
筈
の
ー
ー
と
い
う
市
民
社
会
の
二
大
倫
理
原
理
に
動
か
さ
れ
た
、
ピ
カ
レ
ス
ク
的
市
民
社
会
風

俗
小
説
が
、
彼
等
の
世
界
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
特
性
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
乙
れ

こ
れ
が
、
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
正
統
を
形
ち
づ
く
っ
た
と
と
ろ
に
、
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は
、
の
ち
の
サ
ッ
カ
レ
、
デ
イ
ケ
ン
ズ
等
に
よ
る
風
俗
小
説
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
思
想
小
説
に
連
ら
な
り
、
あ
る
意
味
で
、
シ
リ
ト
ー
に
流
れ
入
る

伝
統
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
会
風
俗
小
説
の
女
性
像
と
対
比
し
ま
す
と
、
ド
イ
ツ
近
世
小
説
の
場
合
は
、
著
し
く
異
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ド
イ

主

λ
テ
ィ
ー
ク
ピ
エ
テ
イ

Z
A
ス

ツ
の
、
形
市
上
的
な
悲
劇
の
女
性
像
｜
｜
「
永
遠
に
女
性
な
る
も
の
」
｜
｜
は
、
中
世
以
来
の
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
、
ド
イ
ツ
敬
慶
主
義
に
よ
る
内
面
性
の
伝
統

が
、
近
代
ド
イ
ツ
の
特
徴
で
あ
る
市
民
社
会
の
未
成
熟
と
そ
の
近
代
化
の
閉
塞
状
況
に
よ
り
、
特
殊
な
事
情
を
ド
イ
ツ
古
典
主
義
文
学
の
背
景
に
生
み
だ
し
、

そ
の
た
め
、
未
成
熟
の
ゆ
え
の
市
民
社
会
理
念
の
理
想
化
・
抽
象
化
を
促
し
、
ハ
イ
ネ
の
所
調
「
ド
イ
ツ
的
み
じ
め
さ
」
の
現
実
と
の
聞
の
緊
張
関
係
の
な
か

で
、
鋭
く
観
念
に
傾
斜
し
た
女
性
像
を
生
み
だ
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
向
上
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
権
利
闘
争
的
側
面
を
衝
動
と
す
る

本
能
肯
定
思
想
が
、
現
実
の
多
様
性
の
肉
化
と
し
て
の
喜
劇
的
女
性
像
を
タ
ペ
ス
ト
リ
さ
な
が
ら
に
繰
り
ひ
ろ
げ
た
イ
ギ
リ
ス
の
実
例
と
は
、
あ
ま
り
に
も
異

っ
て
い
る
乙
と
に
注
意
を
促
し
た
い
と
考
え
ま
す
。



(3) 

さ
て
、
と
の
市
民
社
会
風
俗
小
説
が
、
ス
タ
ー
ン
や
マ
ケ
ン
ジ
ー
に
よ
り
、
「
感
情
人
」
と
し
て
の
人
聞
の
、
内
面
心
理
描
写
へ
深
ま
る
新
生
面
を
経
過
し

な
が
ら
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
入
る
と
、
と
こ
に
も
う
ひ
と
つ
顕
著
な
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
女
性
像
が
生
じ
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
接
触
点
が
で
て
く
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ロ
マ
ン
主
義
は
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
一
八
世
紀
後
半
に
始
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
顕
著
に
ロ
マ
ン
主
義
的
形
態
を
と
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
と
そ
の
帰
趨
の
及
ぼ
し
た
衝
撃
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
産
業
革
命
の
本
場
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
産
業
社
会
の
生
長
が
他
に
比
類
な
い
高
度
性
を

示
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
市
民
革
命
に
よ
る
社
会
経
済
的
諸
矛
盾
の
克
服
〈
貴
族
的
寡
頭
政
に
基
く
前
近
代
的
政
治
権
力
・
産
業
革
命
に
基
く
資

本
主
義
的
諸
矛
盾
の
双
方
の
回
避
。
）
の
要
求
は
特
殊
な
激
烈
さ
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
挫
折
i
l

（
ジ
ャ
コ
パ
ン
独
裁
↓

恐
怖
政
治
↓
ナ
ポ
レ
オ
ン
独
裁
。
）
と
一
七
八
一l

二
年
を
境
と
す
る
国
内
の
反
革
命
体
制
の
強
化
に
よ
る
知
識
人
の
一
勢
転
向
の
二
つ
が
も
た
ら
し
た
「
幻

滅
」
は
深
刻
で
あ
り
ま
し
た
。
市
民
革
命
へ
の
展
望
が
こ
の
よ
う
に
急
激
に
閲
さ
れ
た
所
か
ら
、
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
向
化
が
生
じ
、

具
現
さ
れ
た
喜
劇
的
現
実
主
義
の
百
花
斉
放
状
態
は
、
前
ロ
マ
ン
主
義
の
「
感
情
人
」
を
強
調
す
る
個
人
主
義
的
傾
向
と
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
内
向
化
と
が
相
結

ん
だ
潮
流
の
前
に
、
急
激
な
変
質
を
生
じ
ま
し
た
。
思
想
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
合
理
主
義
の
掲
げ
る
理
性
に
た
い
す
る
批
判
の
形
態
を
と
り
、
市
民
社
会
の
未

一
八
世
紀
小
説
に
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来
像
を
懐
疑
す
る
「
自
然
・
農
村
（
独
立
小
生
産
者
共
同
体
〉
」へ
の
回
帰
に
意
味
を
み
い
だ
し
、
現
実
悟
性
界
よ
り
は
想
像
力
と
神
秘
主
義
の
世
界
に
充
足

を
み
い
だ
す
と
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
は
、
独
仏
の
ロ
マ
ン
主
義
と
等
質
の
空
聞
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
の
段
階
で
女
性
像
に
と

っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
ル
、
不
サ
ン
ス
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
像
が
、
ロ
マ
ン
的
解
釈
の
も
と
に
新
た
な
意
義
を
帯
び
、
「
人
神
」
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
問
題
が
、

と
く
に
挫

折
像
に
変
容
し
、
そ
の
悪
魔
の
契
約
の
媒
介
者
で
あ
る
女
性
｜
｜
悪
魔
的
女
性
像
ー
ー
が
、
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
著
し
い
主
調
を
奏
で
は
じ
め
た
乙
と
で
あ
り

ま
す
。
乙
の
時
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
の
影
響1
1

と
く
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ウ
ラ
ン
グ
文
学
の
影
響
は
著
し
く
、
ピ
ュ
ル
ガl
、
ヴ
ィ
l

。
。

ラ
ン
ト
、
コ
ッ
ツ
ェ
プ

l

、
初
期
シ
ラ
！
の
導
入
は
決
定
的
で
あ
り
ま
す
。
若
い
ス
コ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
翻
訳
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
独
得
の
恐
怖
小
説
群
を
現

出
さ
す
力
と
な
り
、
女
性
の
リ
テ
ラ
シI
の
上
昇
と
相
挨
ち
、
広
汎
な
読
者
層
の
支
持
の
下
に
、
今
日
の
推
理
小
説
の
原
型
で
あ
る
、
ス
リ
ル
・
性
・
暴
力
・



そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
暗
黒
勢
力
を
動
員
す
る
、
奔
放
な
想
像
力
小
説
が
登
場
い
た
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
l

ル
の
『
オ
ト
ラ
ン
ト
城
』
、M
・

G

・
ル
イ
又
の
『
マ

ン
ク
同
－
フ
ド
ク
リ
フ
の
『
シ
シ
リ
ア
精
一
理
』
、
『
ユ

l
ド
ル
フ
ォ
の
神
秘
』
、
マ
チ
ュ
l
リ
ン
の
『
パl
ト
ラ
ム
』
、
『
不
死
の
メ
ル
モ
ス
吋
な
ど
は
、
単
に
怪
奇

性
の
強
調
、
荒
唐
無
稽
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
近
代
社
会
の
矛
盾
の
認
識
が
前
述
の
挫
折
に
よ
り
内
向
し
、
そ
の
内
向
化
の
過
程
に
お
い
て
、
想
像

力
の
内
面
に
お
け
る
個
人
の
全
面
的
解
放
を
め
ざ
し
た
所
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
女
性
の
読
者
層
に
支
え
ら
れ
た
事
情
も
絡
み
、
と
の
想
像
力
に
よ
る
幻
滅

の
認
識
と
個
人
の
深
層
の
開
放
が
女
性
像
に
与
え
た
大
き
な
転
機
に
こ
そ
意
義
が
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
把
み
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
恐

怖
小
説
の
ゴ
シ
シ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
態
度
が
造
型
し
た
女
性
像
は
、
ル
イ
ス
の
『
マ
ン
ク
』
に
典
型
的
な
も
の
を
み
る
よ
う
な
、
エ
ロ
ス
の
力
を
ほ
と
ん
ど
反

世
界
の
極
限
に
ま
で
わ
た
る
も
の
に
延
長
し
、
人
神
と
し
て
の
男
性
が
現
実
の
束
縛
を
超
越
す
る
際
の
契
機
と
な
る
デ
ー
モ
ン
的
な
も
の
、
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人

に
男
性
を
駆
り
た
て
る
永
遠
の
エ
ロ
ス
の
相
貌
を
帯
び
る
に
至
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
性
の
力
に
お
い
て
自
然
的
で
あ
り
な
が
ら
、
存
在
論
的
な
意
味
に
お

い
て
超
自
然
的
で
あ
る
女
性
像
は
、
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
反
世
界
性
に
消
し
が
た
い
痕
跡
を
の
と
し
ま
し
た
。
ワ
l

ズ
ワ
ス
の
ご
と
き
は
、
女
よ
り
は
虹
の
方

に
夢
中
で
あ
っ
た
男
で
す
か
ら
、
乙
の
際
、
問
題
外
と
し
て
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
な
ど
は
、
幽
遠
な
持
情
的
彫
琢
の
な
か
に
、
作
品
の
動
力
と
し
て
、
と
の
よ
う- 50 ー

な
超
自
然
の
悪
魔
的
エ
ロ
ス
と
し
て
の
女
性
を
必
ず
登
場
さ
せ
、
主
人
公
を
実
存
的
世
界
認
識
に
投
入
さ
す
モ
メ
ン
ト
と
し
て
、
か
か
る
女
性
像
を
背
後
に
置

い
て
お
り
ま
す
。
キ
l

ツ
の
「
つ
れ
な
き
た
お
や
め
」
も
シ
ェ
リ
の
『
チ
ェ
ン
チ
家
』
の
女
性
も
、
パ
イ
ロ
ン
の
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
の
女
も
、
す
べ
て
か

か
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
非
存
在
へ
の
扉
と
し
て
の
反
世
界
の
女
性
、
要
す
る
に
、
エ
ロ
ス
の
抽
象
化
に
よ
る
怪
奇
的
な
悪
魔
的
形
市
上
の
女
性
は
、
イ
ギ
リ

ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
描
い
た
無
視
し
え
な
い
類
型
で
あ
り
、
シ
ュl
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
、
ア
ン
チ
・
ロ
マ
ン
に
至
る
二O
世
紀
小
説
の
世

界
認
識
に
重
要
な
腐
葉
土
を
提
供
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
小
市
民
階
級
は
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
お
な
じ
課
題
を
も
っ
て
い
た
と

と
か
ら
、
恐
怖
小
説
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
が
生
じ
、
マ
チ
ュ
l

リ
ン
の
パ
ル
ザ
ッ
ク
へ
の
影
響
の
大
き
な
と
と
な
ど
、
わ
た
く
し
が
改
め
て
申
す
ま
で
も
ど

ぎ
い
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
小
市
民
的
急
進
主
義
の
荷
い
手
で
あ
っ
た
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ウ
ラ
ン
グ
は
前
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
恐

怖
派
H

ロ
マ
ン
主
義
に
霊
感
を
与
え
る
力
を
も
ち
な
が
ら
、
や
が
て
、
古
典
主
義
に
よ
る
現
実
的
妥
協
の
調
和
的
世
界
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
ゲ
ー
テ

等
は
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
に
積
極
的
な
意
味
を
も
ち
得
な
か
っ
た
の
は
見
や
す
い
道
理
で
あ
り
ま
す
。



(4) 

と
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
的
女
性
像
は
、
そ
の
想
像
力
偏
重
と
反
世
界
性
の
た
め
に
、
も
ち
ろ
ん
、
一
歩
誤
れ
ば
、
全
く
馬
鹿
げ
た
も
の
と
な
る
危
険
性
を
も
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
恐
怖
派
の
仮
構
世
界
の
弱
点
に
真
撃
な
眼
を
注
ぎ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
ピl
ダ
l

マ
イ
ヤ
l

的
な
世
界
の
な
か
に
、
む
し
ろ

人
間
性
の
永
遠
の
在
り
方
を
み
よ
う
と
す
る
者
が
で
て
参
り
、
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
の
秀
作
群
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
属
し
ま
す
。
『
ノ
l

サ
ン
ガ
l

寺

間

院
』
が
前
出
の
ラ
ド
ク
リ
フ
の
恐
怖
作
品
に
対
す
る
朗
ら
か
な
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
成
立
し
た
事
情
は
有
名
で
あ
り
、
田
舎
の
村
の
つ
つ
ま
し
い
家
族
の
小
単

位
構
成
の
な
か
に
う
か
が
わ
れ
る
、
日
常
平
凡
の
う
ち
に
ひ
そ
む
恒
常
の
も
の
の
姿
を
、
独
自
の
調
和
的
世
界
と
し
て
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
ヒ
ュ
l

マ
ァ
を
こ

め
て
書
い
た
も
の
と
申
せ
ま
す
が
、
そ
の
女
性
像
な
ど
、
ど
う
か
す
る
と
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
あ
る
も
の
な
ど
に
、
ア
ッ
と
い
う
ほ
ど
似
て
お
り
ま
す
。
こ

う
い
う
、
田
舎
び
た
小
世
界
の
調
和
的
女
性
像
は
、
ワl
ズ
ワ
ス
や
コ
l

ル
リ
ッ
ジ
等
に
も
み
う
け
ら
れ
る
も
の
で
、
ロ
マ
ン
派
の
一
面
で
も
あ
り
ま
す
が
、

や
が
て
、
ず
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
以
降
に
入
る
に
及
ん
で
、
と
く
に
ジ
ョ
ー
ジ
王
朝
に
お
い
て
、
単
な
る
田
園
趣
味
に
堕
落
し
、
世
界
観
と
し
て
の
意
義
を
失
う
にFD 

至
り
ま
す
。

ロ
マ
ン
派
の
積
極
面
は
、
エ
ミ
リ
・
ブ
ロ
ン
テ
の
よ
う
な
孤
立
人
の
な
か
に
、
強
い
水
脈
を
引
い
て
流
れ
入
っ
て
お
り
ま
す
。
『
嵐
が
正
』
の
、
地
獄
と
デ

ー
モ
ン
に
引
き
裂
か
れ
、
倣
慢
・
嫉
妬
・
憎
悪
・
好
計
の
ひ
し
め
く
反
人
間
主
義
的
な
超
自
然
の
世
界
と
、
そ
の
な
か
で
の
キ
ャ
サ
リ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

清
測
な
エ
ロ
ス
と
し
て
の
女
性
像
の
構
築
は
、
全
く
、
ロ
マ
ン
派
の
反
世
界
・
負
の
世
界
の
精
神
の
系
列
で
あ
り
、
疑
い
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
高
度
の

世
界
性
を
与
え
て
い
る
も
の
に
属
し
ま
す
。

乙
の
ロ
マ
ン
主
義
の
描
く
女
性
像
は
、
や
が
て
、
恐
怖
派
以
来
の
遺
産
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
に
伝
播
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
プ
ロ
ッ
ク
デ
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
恐
怖
小
説
や
、
と
く
に
エ
ド
ガ
i

・
ポ
オ
の
比
類
な
い
頭
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
宇
宙
で
再
生
産
さ
れ
ま
す
。
ポ
オ
の
美
学
が
コ
l

ル
リ
ッ
ジ
に
深
く
負

う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
文
学
史
の
常
識
で
す
が
、
ポ
オ
の
反
世
界
の
恐
怖
を
起
動
力
と
す
る
大
脳
的
な
推
理
小
説
は
、
ロ
マ
ン
派
の
悪
魔
的
女
性
像
の
ア
メ
リ

A
副
司

カ
版
｜
｜
エ
ロ
ス
の
抽
象
化
に
よ
る
負
の
世
界
の
創
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
乙
と
は
、D
－

H

・
ロ
レ
ン
ス
が
慧
眼
に
も
指
摘
し
た
と
う
り
で
あ
り
、
乙
の
女
性

像
は
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
詩
人
に
新
し
い
精
神
の
糧
と
な
っ
た
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。



(5) 

つ
ぎ
に
、
副
次
的
に
注
意
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
も
の
に
、
プ
ル
l

・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
ス
の
系
列
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
早
く
、
市
民
社
会
の
成
熟
に
伴
う

女
性
の
地
位
の
向
上
に
よ
り
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
サ
ー
ク
ル
や
、
ド
ク
タ
・
ジ
ョ
ン
ス
ン
を
め
ぐ
る
青
踏
派
女
性
が
出
現
し
、
単
な
る
才
媛
か
ら
、

男
性
と
対
等
の
立
場
で
、
女
性
の
権
利
を
獲
得
す
る
と
い
う
方
向
を
志
向
す
る
女
性
を
輩
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
殊
な
伝
統
と
化
し
て
い
る
観
す
ら
あ
り
ま

す
。
早
く
は
一
七
世
紀
に
、
『
結
婚
一O
の
よ
ろ
こ
び
』
を
あ
ら
わ
し
た
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
女
史
の
よ
う
な
散
発
的
な
例
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、

岡

紀
以
降
の
潮
流
と
み
る
べ
き
で
、
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
女
史
の
『
村
の
政
治
』
な
ど
、
反
革
命
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
女
性
が
書
く
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ウ
イ
リ

川
町

ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
小
説
『
ケ
イ
レ
プ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
』
は
推
理
小
説
の
鼻
祖
と
し
て
、
ポ
オ
か
ら
も
讃
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
こ
と
は
、

聞

こ
の
偉
大
な
思
想
家
の
思
想
小
説
で
あ
り
、
社
会
改
革
の
意
図
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
彼
の
恋
女
房
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
女
史
は
「
女
権
論
」
の
著
者
で

ω
 

あ
り
、
そ
の
娘
メ
ア
リ
は
シ
ェ
リ
の
妻
と
し
て
、
恐
怖
派
の
テ
ク
ニl
ク
に
従
っ
た
小
説
を
幾
っ
か
書
い
て
お
り
、
い
づ
れ
に
も
、
親
ゆ
ず
り
の
女
権
思
想
を

一
八
世

仮
託
さ
れ
た
女
性
像
が
隠
顕
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
の
な
か
で
女
性
の
政
治
的
権
利
を
獲
得
し
、
対
等
な
両
性
関
係
を
実
現
す
る
こ
と
に
女
性
の
あ
る
べ
き
姿

仰

を
み
よ
う
と
す
る
流
れ
は
、
J

・
s

・
ミ
ル
の
思
想
や
そ
の
妻
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
テ
イ
ラ
ー
夫
人
の
女
性
の
隷
属
へ
の
激
し
い
抗
議
と
な
っ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア q

h
 

F
h
u
 

朝
の
安
定
社
会
の
な
か
で
、
次
第
に
厚
み
を
も
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
よ
う
な
巨
人
は
、
こ
の
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
世

紀
市
民
社
会
風
俗
小
説
の
伝
統
と
、
ロ
マ
ン
派
の
反
社
会
性
と
自
然
復
帰
思
想
と
、
女
権
主
張
の
潮
流
と
を
、
ま
た
時
に
は
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
の
ピ
l

開
凶

ダ
l

マ
ィ
ア
l

性
さ
え
も
止
揚
し
て
、
打
っ
て
一
丸
と
し
た
大
小
説
家
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ギ
ャ
ス
ケ
ル
女
史
の
産
業
小
説
と
田
園
小
説
の
二
元
的
追

求
、
の
ち
の
、
H
・

G

・
ウ
エ
ル
ズ
の
『
ア
ン
・
ヴ
エ
ロ

l

ニ
カ
』
の
な
か
の
新
し
い
女
の
運
命
の
追
求
な
ど
は
、
乙
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
流
れ
の

一
斑
を
荷
っ
て
お
り
ま
す
。(6) 

凶

女
権
論
の
伝
統
の
国
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
ま
た
伝
統
的
な
女
性
蔑
視
も
強
烈
で
あ
り
ま
す
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
場
合
は
著
名
で
あ
り
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
パ
ト
ラ

l



か
ら
、
現
代
の
モ
l

ム
に
至
る
そ
れ
は
、
女
権
日
女
性
尊
重
と
互
い
に
措
抗
し
あ
っ
て
、
女
性
像
自
体
を
深
め
て
き
た
と
申
せ
る
と
思
い
ま
す
。

(7) 

乙
う
考
え
て
参
り
ま
す
と
、
近
世
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
女
性
像
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
よ
う
な
、
「
百
干
の
心
を
も
っ
た
」
作
家
は
例
外
と
し
て
、
大
体
、

二
つ
の
重
厚
な
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
み
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
八
世
紀
市
民
社
会
風
俗
小
説
の
、
喜
劇
的
本
能
的
女
性
像
と
、
ロ
マ
ン
派
的
な
、
悪

魔
的
反
世
界
の
エ
ロ
ス
と
し
て
の
女
性
像
と
。
前
者
は
著
し
く
形
市
下
的
で
あ
り
喜
劇
的
で
す
が
、
後
者
は
形
而
下
に
基
礎
を
お
く
超
自
然
的
な
る
も
の
で
、

悲
劇
的
精
神
と
現
実
と
の
聞
に
橋
を
架
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
二
つ
の
重
厚
な
綱
に
、
さ
す
が
社
会
思
想
と
産
業
社
会
の
本
家
ら
し
く
、
女
権
思
想
の

追
求
者
と
し
て
の
女
性
像
と
い
う
糸
が
、
ピl
ダ
l

マ
イ
ヤ
l

的
小
世
界
の
家
庭
的
調
和
を
包
摂
し
て
、
女
性
蔑
視
の
視
線
に
耐
え
な
が
ら
、
織
り
込
ま
れ
て

い
る
、
と
で
も
言
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

(8) 

q
O
 

R
U
 

以
上
を
以
て
、
私
の
蕪
雑
な
補
足
を
終
ら
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
乙
れ
ら
か
ら
引
き
だ
し
う
る
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
つ
ぎ
の
幾
つ
か
の
疑
問
を
提
出

し
、
各
国
文
学
の
専
門
家
の
方
々
か
ら
の
、
御
教
示
を
拝
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。

4
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ド
イ
ツ
的
悲
劇
の
女
性
像
を
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
社
会
の
未
熟
に
由
来
す
る
、
む
し
ろ
特
殊
現
象
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
私

闘

の
考
え
は
、
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

(2) 

そ
れ
に
関
聯
し
、
市
民
社
会
風
俗
小
説
（
及
び
そ
の
女
性
像
）
と
私
が
仮
り
に
命
名
し
た
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ど
の
程
度
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

(3) 

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
の
、
ロ
マ
ン
派
の
悪
魔
的
超
自
然
の
女
性
像
は
、
ド
イ
ツ
的
な
も
の
と
の
接
近
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
か
な
り
違
っ
て

い
る
と
考
え
た
い
。
そ
れ
に
関
し
、
ノ
ヴ
ァ
i

リ
ス
の
ゾ
フ
ィ
l

体
験
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
の
デ
ィ
オ
テ
ィl
マ
体
験
、
ネ
ル
ヴ
ァ
l

ル
の
シ
ル
ヴ
ィ
l

体
験
の
よ
う
な
も
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
に
認
め
が
た
い
と
と
を
あ
げ
た
い
と
思
う
が
、
と
の
点
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
研
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